


うことに、ゲームの興味が集中していた事であろう。

そのようなゲームの進められ方は、駒数に限りがあり、

駒の動きに制限がある小将棋(平安将棋)ではなかな

か戦いが起こらない事が予想される。将棋が博打とし

て行われている問もそれは問題になっていたと思われ

るが、純粋にゲームとして競技されるようになると、

駒自体の能力が低いこともあってさらに面自味に欠け

るものとなった。即ち、平安将棋の駒の能力では勝負

になりにくいと考えられる。

平安時代の終わり頃に同時に存在していた大将棋で

は駒の数が二倍前後と多いため、駒の取り捨てlレール

で差し支えなかったものと思われるが、小将棋の鞠数

(32枚)では大きく動く存在しない隈りすぐに手詰ま

りになってしまう@。

9 .飛車・角持の登場について

ここで、もう一つの問題である飛車・角行の出現の

問題が浮かび、上がってくる。飛車・角行のようないわ

ば飛び道具的な能力を持った駒が現れない限り、勝負

としての将棋の魅力は半減するものと思われる。これ

は博打として行われていようが、遊戯として行われて

いようが、同様であったと思われる。

飛車・角行は鎌倉時代頃に登場したと言われている尺

それまでの駒では平安大将棋の奔車と横行の駒を合わ

せると飛車と同じ動きを、また飛龍の駒は一枚で角行

の動きをする駒であった。

遺跡からの出土例では、長野県上田市の塩田城跡で

14世紀"-'16世紀の角行が 1点出土している。また、「花

営三代記jの応永31(1424)年正月二日には中将棋が

遊ばれていたと言う記録がある叱恐らしこの時期以

前に遊ばれていたものと忠われる。塩田城跡の角行は

同時に盲虎の駒が出土している事から、中将棋の可能

性が高いが、少なくともこの時期には角行は存在して

いた事だけは確かである。

また、中将棋について言えば、神奈川県鎌倉市の鶴

間八幡宮から鎌倉時代末期頃とされる鳳風の駒が見つ

かっている。京都市伏見区の鳥羽離宮跡第59次調査で

も同時期の金将の駒が出土している。この金将は、

に「飛jと読める文字が書かれである事より、中将棋

の駒である事ーが分かる。即ち、鎌倉時代の少なくとも

終わり頃には中将棋が遊ばれていた事になる。角行の

駒の出現時期は、遅くとも14世紀の初め頃にもって行

けるであろう。また、中将棋が登場していれば当たり

前の事であるが、同様に飛車の絢も前記の金将の裏に

響かれた「飛jの文字から、鎌倉時代の終わり頃には

登場していたとかんがえられる。

この様に鎌倉時代の終わり噴より以前に登場した飛

車・角行を取り込んだ小将棋は、室町時代の終わり頃
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(天文~永録)には既に酔象の駒を加えた42枚の駒を

持つ小将棋を作り出していた⑧。その小将棋の始まり

は定かでないが、京都市南区の上久世城ノ内遺跡から

1350年前後とされる酔象の駒が出土している。この駒

は、中将駒の中にもある駒ではあるが、 14世紀の中頃

にはよ記の小将棋が登場していた可能性もあるのでは

ないかと言える。

10. まとめに代えて

将棋は奥の深いゲームである。戦後に開発された、

たて歩取り戦法を除くあらゆる戦法は、江戸時代初期

に既に使用されていたと替われる竺当時の花形戦法

であった振り飛車は、戦後の昭和30年代になって、大

山康晴と升田幸三と言う二大スターの出現によって再

び脚光を浴びる事になった。将棋の戦法を定型化した

ものを定跡と呼ぶが、定跡はいつ如何なる時でもそれ

で終わりではない。数多くのプロ棋士が何年もかけて

定型化した戦法を、後の時代のプロ棋士逮がまた何年

もかけて覆していくと言う繰り返しを続けながら、定

跡は無限の螺旋階段を登って行くように発展していく

のである。

現在その発展法則は、周期を縮めつつ繰り返されて

いるようである。しかし、今まで何千何万人と言うプ

ロ棋士連が将棋を指してきたその棋譜は、唯のーっと

して向じものが現われた事はない。それは、持ち駒を

再使用できるというノレールのなせる技なのである。郎

ち、取った縞を再び、使用する無限性と飛車・角行など

の適度な飛び道具を交えつつ、攻防に駒がバランス良

く配備されている、将棋という極度に完成された盤上

遊戯ならではの現象である。

2 -





このように完成された将棋の歴史を辿る事は、一つ

の遊戯を通してその社会のあり方を塩関みる事に他な

らないと言える。古代に伝えられた将棋は、中世に於

いて日本独特の発展を遂げた。最初は博打道具であっ

たものが、識字層に広まりながらその底辺を広げ、や

がて権力者の庇護を受けるまでに成長し、一つの文化

として現在に至るまでその存在を強めていったのであ

る。

博打の道具として伝えられたものが、一つの文化に

まで発展してきた将棋の無限の可能性に賛辞を贈りつ

つ、この筆を置 く。 (三 宅弘 )

注

① 出土駒の一覧と個別の詳細については、別稿を予

定している。

② 以下、将棋の発生と伝播については、増川宏一(r将

棋』ものと人障の文化史23、法政大学出版局、 1977

年)を参考にした。

③ 前者は、中国漢代の墓から瓦製の三人将棋盤が出

土している事から、少なくともこの時代には遊ばれ

ていたとする考えである。関忠夫編 (r日本の美術J

32遊戯具、至文堂、 1968年)20頁。

後者は、中国に 8世紀のものが散見される事から、

少なくとも 7世紀には伝えられていたとする考えで、

木村義徳氏はそれよりさらに 1'"'-'2世記遡っていい

と考えておられる。注②の53真及び、木村義徳「持

ち駒使用のはじまり J-将棋は十三世紀に成立-

n遊戯史研究.] 2、遊戯史学会、 1990年)21------22 

頁。

④ ここでの比較は、駒を盤に置いたときの位置の比

較であり、駒の性能の比較ではない。

⑤ 第十九「ニ中歴J(r改訂史籍集覧J第二十三冊、

近藤活版所、 1901年)

⑥ 水野和雄「将棋の流行J(河原純之編『古代史復元j

10、古代から中世へ、講談社、 1990年)181頁。

⑦ 注 2、142頁'"'-'147頁。他に水野氏もその様に考え

ておられる。

③大内延介 (r将棋の来た道Jタイ編 1・2、めこ

ん、 1986年)には、インドから日本への伝来の経由

地として、駒の動き、盤の利用スペースなどからタ

イを考えておられる。

⑨ 注②参照。

⑩ 中国での 8x 8の立像形駒から 9x 10の円形駒へ

の変化の中間形態として、 8x 8の円形駒の時期が

あってもいいように思われる。

⑪ 将棋盤の出土がいまだ確認されていないので、明

確な事は言えないが、伝来当初はあまり盤は使われ

ず、紙や地面に線を号|いて盤の代わりとしていたの
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であろう。九九の流行が平安時代であるならば、 9X

9に変化したのも平安時代の間と考えていいと思わ

れる。

⑫ 正倉院御物や『延喜式J僧尼令、『倭名類緊抄』な

どに碁の存在はあっても将棋の存在は一切残されて

いない。これは、何らかの形で記録されなかったの

ではなく、当時の識字層(記録を残す事が出来る階

層)に将棋というものがまだ伝えられていなかった

のではないかと考えられる。

⑬ 「麟麟抄J(r続群書類従j第31集下、群書類従完

成会、 1926年)

⑬ 注⑤参照。

⑮ 将棋の伝播経路として中国・朝鮮半島を重視する

なら、横8析・縦9析の将棋撃を考えてもいいように

思われる。

⑬ 奥山紅樹「桂香の由来と五宝の概念についてJ(r将
棋世界J第43巻第3号 1979年)

⑫ 注②参照。

⑬ 表面に朱点、などで動きを記しである駒は、水野氏

によれば中将棋などの駒である可能性が高いとされ

る。

⑬ 注⑤によれば、敵の玉一将だげになると勝ちにな

る事が記されている。

⑫ 持ち駒使用の始まりに関しては、敵見方の駒が問

じものであることが前提となる。

⑫ 注②木村論文参照。

⑫ 注②参照。

⑫ 注④によれば、後奈良天皇の命によって酔象の駒

を省いた事が、事実として確認されたと書かれてい

る。

⑫天狗太郎 (i将棋の民俗学J作品社、 1992年)

参考文献

① 小泉信吾「出土駒からみた将棋の発生Jir京都府

埋蔵文化財情報』第23号、財団法人京都府埋蔵文化

財調査研究センター、 1987年)

② 小泉信吾「駒の出土例とその意義Jn京都府埋蔵

文化財論集J第 l集一創立五周年記念誌一、財団法

人京都府埋蔵文化財調査研究センター、 1987年)


